
 氏名(本籍)

 学位の種類

学位記番号

学位授与年月日

 学位授与の要件

研究科専攻

学位論文題目

 キこレヤやまとくみつ

新山徳光

 博士(農学)

 農博第900号

 平成玉9年3月27日

 学位規則第4条第蔓項該当

農学研究科応用生命科学専攻

 (博士課程)

アカヒゲホソ

 率防除技術の確立に関する研究

論文審査委員

授
授
授
授

教

教
教
教
助

 
ラ
査
査

主
副
(
(

寛
哉
成
彦

一
欽
宜
安

田
山
藤
野

松
鳥
遠
昆

き

 

 一359一



き

論文内容要旨

近年の米をめ

らに環境保全

このような付

回数を溺減した

1998年以前は

内全域で大き

と斑点米被害

斑点米の発生

農薬栽培が可能となる防除技術確

i.秋鑓県にお

 構の解明

亙999年に行

鎚種のカメム

シカメムシが

ナガカメ.ムシ

れる水雷内で

ドリカスミカ

大部分を占め

 かになった(第1表)。

現地圃場およ

加害された場

から,側部斑点米

県内全域で

7月の予察灯
ったものの,重

な要因と考え

種間で違いが

 一360一
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の場合も割れ

これは本種が

する特性に起

ける本極の幼

 因も関わっていると考えられた。

イネ科雑草地

カスミカメの

り調査の結果と

越冬世代が6

 9月下旬～憩月上旬であることが示された。

水田内の発生

見られ,その

 臼後過ぎから見られ

ポット栽培し

関係をみたと

高く,その結果
された(第3表

ネの葉鞘部に

 ながら成育することにより,斑

 2.主要薬剤における減農薬防除の試験

ig弱年は3～4

たことから,従

秋田県内で多

対する基本的
ェン剤はエト

ことが明らか

も同様の結果
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 と考えられた(第4表)。

次にME欝剤を用

出穂期または

結果,出穂期

は従来の3回

薬剤を用いること

 3.新しい減農薬防除技術に関する試験

これまで報告さ

新規に開発さ

剤である有機

ックス剤,シ

除回数である

チノイド剤

た区は,慣行

区よりも幼虫

 った(第5表)。

散布適期を

にそれぞれ1

わめて少なか

出穂期17臼

を用いたi回

 散布適期は出穂期10臼後頃と考えられた。

次に新規ネオ

地圃場にける

散布する減農

フラン粉剤DL1回

2005年の結果
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縣

㈱

榔

 徽β

粥耐

懸

灘難
燃

 ■鱗

霧

郷

鑑

難



 布より優れた効果を示した(第7表)。

秋田県におけ

ることから,ヘ

を調査した。本

高い防除効果

畦畔や農道な

るため効果が

ヘリコプター

 農薬防除技術の有効性が実証された。

カメムシ類は

て従来から粉剤

カメはイネ科植

でカメムシ類の

発を行った。

のクロチアニ

効果を示した

を出穂期4臼

期11臼後にそ

り出穂期後散

も出穂期後散

イド系の粒剤

適期は出穂期ioβ後頃であることが明ら

本田への殺虫剤

前に畦畔や農

発を行った。

本田侵入期ま

9図)。これに

照区の1/4～1
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藝

剤散布を行わ

照区同等に斑

 策だけで斑点米被害

以上の結果か

を解明し,こ

減農薬防除技

と省力化が図

 ると考えられる。

 一364一
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第嘩麟アカヒゲホソミドリカスミカ

 (A:成虫,呂:卵塊,C:幼虫)
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第董表現地農道・畦畔,京舞肉における発生確認種(懲

種銭
遣蜷群 氷魏内

5

かき分けすくい取

鎌

鎌
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雛

 徽、

獺

無
鍵
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 一
E
一

 灘スiミ露〆ムシ科輔翩翻
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 罰ア才力ス驚動メ∠擁脚副3繭卿伽翻勘6ρ摺頭編轡$抑雛r)
 ナ肉グ費肉ス駿露メパ始動00ρ腐5磁猟期龍(講a靴ovi3V)

 露スiミ露メムシの一種輔i掴欝鯵.

 露メムシ科騨繊繍徽幽⑱
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 総メヘ》露タムシ斜懸辮婁鍵鎚
ア勃ヒメヘリ露メムシ鋤卿8惣3畠鋸δ雛翩翻'溜8曲オ粥(Fl論

 ツ予震ダムシ麟御嶽i山畠
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わ
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第2翻巡回圃場調査における斑点米
 種類別割合(糖総年)
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第2表被害地点率に対する各要素の標準偏回
平均気温 降水量

礪
 騒.25聰

 7月
 嚢.唾鐙7

覇
 。.麗麗

蠣礪
 ◎.2尋9唯一〇.2295
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鋸
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嘱
 3.2鶉9

麟
 。.聡32

蠣
 鴫.紛5§

 割れ籾被害率
串本

 。.6766

出穂期

 一鱒。鴛覇*
 の璽回帰分析は平均気温と降

 2趣,*癖まそれぞれ5%,唱%水準で有意であることを激す、
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30

 第3麟奨励品種における割れ籾

 ザは相関係数,綜は有意水準が唱%
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第欝表幼虫放飼試験の結集《上塞:離離年,下表:鱒

轟竺春蝉♀麟議5甑軸躍
あきたこまち壌.3壌.5騒騒。.8嚢。§甑

ひとめぼれ。麟,30⑪.$芝.5罐.3⑪

 ⑪鳩.駐03竃.7

6.§〔1〔1膿.8

贔灘,..あきたこまち噸

ひとめぼれ〔

書)阜:離成虫,密:雄成虫,5臨:5齢幼虫,嬉臨:尋
 2)2005年は4臓復,2§§6隼は:毎度復の平均鑑.

 注)放飼虫5頭のうち蛋毒虫以錦は死露虫と軍溺(遷奮)豊.

膿駐

鏘
鏘
鱒
欝

補
置
糞
虫
率
窃
勧

越
遜
当
嚢

臨

鯛放

鯉
瑠
肇
賢
後

 難
瑠
2
睡
後

 難
選
3
罠
後

麟騒夢

 工トフェンプ羅ックス

シラフルオフエン

 第§図食餌浸漬法による主要薬
 カス鷺カメ成虫に対する残効性
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 第尋表秋舞県内個体群の
 薬劃名(常用濃度)

 採集地点名の  労7ルエト㌃ オツエン羅ツクス

(95陣鵬〉(擁◎o節醗)(鵠◎羅)
鹿角市

上小祠仁村
天王町

雄麹町

大内町
中仙町

横手市

 尋麟。騒

 惣7。騒

 囎5、㊤

 欝7.調

 韓7.o

 鍵。.⑬以下

 搬.嬉

 3噌.霧

 鱒.0

 3咽.3

 纏.7

 鱒,⑫以下

 控.騒以下

 3
霧
騒
騒
窯
唱
3

 騒
7
7
騒
騒
騒
馨

蠣中旬
 7月下旬

覇上旬
 7月上旬
蠣上旬
 7月下旬
 7月下旬

 わ地点名は鱒覇年時の市臨耕名

 ①纒穂鯨懸後÷纏縫後

 ¢耀穂期縄騨後便騒鰯後

 ③織穂魏膿後艘礪後

 ④鐵穂鯛網獺後磁爆後

 ⑤無腿饗

麺

齢

輪

島

購纂蔀

蟹櫻獅

畿

 翁窃.層一騎.豊

 職漁紫搬入寒(髄)

 第7麟驚圃散布の時期甥蓬点米
 グラフ上の構一翼小文字は

 と壷示す(醗C$禦変換後↑礁響

騨

撚

綴

燃

顯

繍

鱒

期

難

嬢

麟

購
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第謬表ジノテフラン粉剤PL雁騒散布の斑点

試験襲
斑点米粒数

調査粒数
 頂部翻部合計混入率(%

 ジノテフうン  欝,7⑪露

 晦晦工翫ン撫ッ似韓,尋鱗

無難理  欝,麗窯

⑬

 葉.o

ゆ

7.o

o

 騒。騒

 騒。羅73.o薦.5

 飾葉)

 ⑫.総臨

 。.5馳

 韓。

鍵

唾)岡一英小文掌は鰻鍵
2)防除極=欝膨難理経の騰慮崇溌入率/繰越礫

第§表ジノテフラン剤の散布時潮別斑点米抑

試験区
斑点米粒数

調査粒数
頂部翻部弛 舗謬麟)防

 出穂期2臼後

出穂期紛絶後

出穂期望鷹後

出穂期器騒後

無難理

 鍛,7鷺

 鍛,鱒7

 鳩,認嚢

 纏,鍵変

 質,鱒2

 載".騒薫。騒欝.@雛
 ⑪.騒

 環.雛

 騒.⑫

◎
騒

 騒.⑭

難
@

 軽.纂。.⑫麟麺

 看.5⑬。⑪鋼臨

 ⑬".⑬⑳.腿騒誌

 唱.騨灘.餐◎.蓊欝.窃◎,

灘

鶉

弱

59

看)講一英小文字は鯉理
2)防除極窯勧騨無理薩の騰慮崇溌入率/無鰯理
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第7塞現地葵証すくい融解醐蓋および職漁崇調
 くい取》調(馴鋤

彗

掘

糊

5  斑点米調査(麟/輪〉
試験婆  防除体系輩)  講査確認遜嶽数3)/

 翻場数鰯率2)驕羅湯
翻査藻煮崇混入
圏蠣数平均最

 §
一

実班地駆
 (約舗始)

対照地区
 (約漁硬〉

出穂翔筆擬後
噸園激霧

鞠

 出穂鰍2'》看3臼後航童坊腺繋
 +出穂獺糟酎23騒後激布

 餐.董⑭.聡鶴

 翼》.7⑫.韓

欝⑭.9盤寧§噸

職。.鍵騒ゆ一⑭

騰

 禧)雲譲地婆:8/5出穗聾魯/総ジノテフラン講剤麗.

露嘗熟地騎監:8/3《'4出穗

 2)アカヒゲホソミ静尋鍛賦…ミ露メが水飜糎で捕獲された鍵場の観念.

3)20圓振》x2露翫の蜜
 尋M癒場紛翻穂綱査,繍‡処理間に有意

欝

数

繊

鰍

鐵

皺

皺
欝

鞍

鍵

雛
嬢

綴

蝦
無
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燃

鋤

贈
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重
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 麟書人へ》難無人へ》
辮繊

5
 尋
3
2
唯

 懸
蝋
}懸
二
〉
軸

 8/9〈融布繭)

騒

ooo

鐸盈鐙

㈱

蘇
 

 .懸
撚

馨
靉
靆

 豊ノ背  謬/鱒  霧/3@

第霧國ヘリ瓢プター散粛によるアカヒゲホソ難
発生抑鍋鶴累

 遭)翻穂鵡は$バ、散布副ま膚人へ巨勉糖バ
2〉磁数は欝翻擾夢、望翻場当た》で大都分が成蜜

 3)調査薗積は有人へ1ノが8繊、無人へ葺ノが緯2a.

轍

 鵬。
雛
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禦
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第露表各粒劃越理の斑点米発生状況(懲

供試薬剤 査
数

詞
粒

の理
顛
鯉
騰

観点米粒数
 員翻駿の
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 第騒表水田内への侵入抑
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 第綿表斑点米調査結果(鎗編年〉
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剤散布場数数等)頂部
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論文審査結果要旨

近年の米をめぐ

推進と食の安全

よる斑点米の多

と斑点米被害の実

 可能となる防除技術の確立を目的として研究を行った。

ig99年に行った

スミカメは畦畔

あると考えられた

が多かった。発

入成虫の発生が登

れ籾の発生程度

の生存率が高ま

 た。

主要薬剤のうち合

薬剤の中で最も

り,従来行ってい

ノイド剤を用い

を行い,さらなる

ノイド剤)の本種

防除技術を開発

入する前に畦畔

旬に除草剤を至回

本田に殺虫剤散布

難防除害虫とさ

 技術を示したのは初めての成果である。

以上のように,本

するとともに,必

研究である。よ

 のと判断した。
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